
宮崎県のひきこもり等に関するアンケート調査結果 

 

                              障がい福祉課   

 

１ 調査概要 

（１）目的 

近年、ひきこもり状態にある若者の増加やひきこもりの長期化、高年齢化が深刻な問

題となっている。 

県では、平成２６年度から、「ひきこもり地域支援センター」を設置し、関係機関と

連携を図りながら、電話や面接による相談対応、家族間の交流や研修等の事業を実施し

ているが、ひきこもり等の状態にある方の状況について把握できていない。そこで、地

域の実情に通じた民生委員・児童委員に対するアンケート形式の調査を実施することに

より、ひきこもり等についての実態を把握するとともに、今後のひきこもり対策に関す

る施策の方向を検討するための基本データとすることを目的として本調査を実施した。 

 

（２）調査対象 

   おおむね１５歳から６５歳までで、次に該当するような「ひきこもり等の状態にあ

る方」 

①  仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流をほとんどせずに、６か月以上続

けて自宅にひきこもっている状態の方 

②  仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流はないが、時々（会話を必要とし

ない）買い物などで外出することがある方 

※ただし、重度の障がい等で外出できない方は除く。 

 

（３）調査基準日 

平成３０年７月１日現在 

 

（４）調査方法 

   県内全ての民生委員・児童委員に対するアンケート調査 

 

（５）回収結果（回収率） 

２，００１人（回答率８３．９％） 

 

２ 調査結果 

（１）該当者の人数 

本調査より把握できた該当者の総数は、６０１人となっている。
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（２）該当者の性別 

該当者の性別は、男性が３８２人（６３．５％）、女性が１５０人（２５．０％）と 

なっており、男性が女性の約２．５倍となっている。 

男, 382人, 
63.5%

女, 150人, 
25.0%

未回答, 69人, 
11.5%

男 女 未回答

 
 

（３）該当者の年代別状況 

年代別では、４０歳代が１６３人と最も多く、次に５０歳代が１２７人となってい

る。中高年層（４０歳から６５歳）が３６０人（５９．９％）と若年層 

（１５歳から３９歳）の２２１人（３６．８％）を上回っている。 
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（４）該当者の家族構成（複数回答） 

家族構成では、母親と同居している場合が最も多く３６８人（３７．７％）、次いで

父親が２６１人（２６．８％）となっており、親との同居が多い。 
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（５）該当者の状況 

「ひきこもっているが、買い物程度には出る」が３６２人（６０．２％）、 

「６か月以上ひきこもっている」が２０２人（３３．６％）となっている。 

６か月以上ひき
こもっている

202人

33.6%

買い物程度には
出る

362人

60.2%

未回答
37人
6.2%

６か月以上ひきこもっている 買い物程度には出る 未回答

 

 

（６）該当者のひきこもり等の状態にある期間 

「１０年以上」ひきこもり等の状態にある方が、１７２人（２８．６％）で最も多

く、次に「５年以上１０年未満」が７１人（１１．８％）となっている。 

１年未満, 22人, 3.7%
１年以上３年未満, 56

人, 9.3%

３年以上５年未満, 67
人, 11.1%

５年以上１０年未満, 
71人, 11.8%

１０年以上, 172人, 
28.6%

わからない, 
163人, 
27.1%

未回答, 50人, 8.3%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上１０年未満
１０年以上 わからない 未回答

 

 

（７）該当者への支援の状況（複数回答） 

「わからない」が３０４人（５４．３％）と最も多い。支援の状況がわかる中では、

「医療機関等の精神医療等の支援を受けている」が８１人（１４．５％）と最も多

く、次に「行政機関等の支援を受けている」が７４人（１３．２％）となっている。 
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（８）ひきこもり等の状態にある方への支援策として必要なもの（複数回答） 

「医療支援・カウンセリング等の充実」が７５２人（２１．５％）と最も多く、次

に「支援・相談窓口の周知・ＰＲ」が７４４人（２１．３％）、「身近な地域での相

談窓口の設置」が６８５人（１９．６％）となっている。 
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（９）自由記述欄への回答状況（主なもの） 

・ひきこもっていることは、家族も隠す傾向もあり、実態を把握しにくいと思う。 

・支援する側にも、本人、家族のプライバシーへの考慮が大事である。 

・ひきこもりの問題は、どこでも、誰でも起こりうる。その時、いち早く対応すれば、

本人はもとより、家族も助かると思う。早急な対応が必要。 

・民生委員を対象とした研修会を行って欲しい。 

 

 


